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1． 自己紹介補足

宇吹暁『ヒロシマ戦後史』2014

Ⅱ、広島時代一戦争体験と被爆者問題

1．私の戦争体験

2．戦争被害体験の継承

1） 『はるかなる山河に』→『きけわだ

2）原爆被害者の体験

3）被爆者調査・原水禁運動・救援運動

4） 『ヒロシマ・ノート』 （大江）

わだつみのこえ』

Ⅲ． 『ツル・パンフ』

1．原水禁運動の分裂と被爆者運動の自立

2。伊東壮氏の役割と私の役割

Ⅳ。課題

1．調査研究対象一被爆者リーダー、 2世など

2。調査研究方法一生活史、理論家

3．核禁運動と被爆者援護運動との関係

4．歴史のなかの被爆体験
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